
中期取組

目標

振り返り

○重点研究を通して、身近な環境や自分についてのよりよい生活について考え、粘り強く問題解決をしたり、多様な考えを交流し合

い友だちと協同するよさに気付くという子の育成には取り組めたと考えている。しかし、児童の実態として、粘り強くという部分に

まだ課題があると考えているので、引き続き取り組んでいく。

○まちとのかかわりは引き続き深めてきた。また、くり返し関わるということもしてきているので、それらを通してまちへの関心が

高まり、人々の思いに気付いた児童も多い。更なる児童の成長の姿として、今後はそれらを主体的に表現し、実現しようとする子ど

もたちを育てていく。

中期取組

目標

振り返り

新型コロナウイルス感染拡大防止の対策を行いながらも、まちとかかわり、自分たちの目標に向かって活動していくことに難しさを

感じた1年であった。しかし、その中においてもできることを模索し、それぞれのクラスにおいて新しい活動を見出し活動していくこ

とができたことは、非常に意味があったといえる。コロナ禍でまちに元気がないのではないかと考え、自分たちにできることでまち

を盛り上げたいと活動に取り組む様子が多くみられた。また、来年度の90周年に向けての活動は学校やまちへの愛着心を育み、めあ

てに向かって学びを進めていくことへとつながったといえる。

中期取組

目標

振り返り

昨年に引き続き、新型コロナウイルス感染拡大防止の対策を行いながらも、まちと関わり、自分たちの目標に向かって活動していく

ことができた。子どもたちも教員も「どんなことであれば可能か」ということを常に意識しながら活動を行ってきた。鶴見小の90周

年を迎え、全校でお祝いをすることができた。外部の方を招待することは難しかったが、その分児童が手作りで作り上げ、心のこ

もったものとなった。地域へもその様子を発信し、共有することができた。新型コロナがある状況とうまく付き合いながら、今後も

子どもたちの学びを深めていく取り組みを模索していく。

学校関係者

評価

 生活・総合を通して地域へ出て学ぶという形がだいぶできてきており、地域と学校がつながりを深めることができていると

感じる。

　しかし、それを発信する力が弱いため、地域や保護者に授業のねらいが十分共有されていないことがある。今後は学校と

地域双方が協力し合って発信するということにも注力していく。

　学校の運営に関しては教職員の努力を感じる。今後は働き方改革とのバランスを取りながら進めていってほしい。

学校関係者

評価

コロナ禍ではあるが、工夫しながら活動することで、地域と学校がつながった学習活動ができていると分かった。今後

も地域とつながる活動を行っていってほしい。学校アンケートの「学校で友達と楽しく生活していますか」に対して

「とてもそう思う」と「そう思う」を合わせると９０％を超えているのはとても良いことだと思う。また、こんな状況

下においても児童が楽しい経験ができるよう学校が工夫しているので、児童も前向きになってきている様子が見える。

学校関係者

評価

学校関係者評価は今後記載予定です。

ブロック

内

評価後の

気付き

　鶴見中ブロックで児童生徒理解研修や授業研修会、領域研修会を行い、それぞれにおける情報交換を積極低に行うことができた。

領域における研修会では、3校で共通して取り組める具体を探ることができた。来年度以降、それらに3校が取り組むことで9年間の見

通しをもった指導を行うことができると考える。

　中1ギャップが生じないよう、児童の授業参観や部活動体験など積極的に中学校と関わることができた。

　また、児童の様子の引き継ぎも丁寧に行うことで、中学校への安心した進学をサポートすることができた。

ブロック

内

評価後の

気付き

新型コロナウイルス感染症対策を行いながら、鶴見中ブロックで全教科における授業参観を通した研究を行った。また、参観した授

業をもとに気づいたことを紙面形式ではあったがまとめたことで、情報交換や共有を行うことができた。昨年度より『自己肯定感の

高まり』を視点として3校で共通して取り組むことにしている。今年度も授業参観を通して、その実践を3校で確認することができ

た。

中1ギャップが生じないよう、中学校での授業や部活動の体験を行う予定であったが、緊急事態宣言発出のため実施できなかった。今

後も相互に緊密に連絡を取り合い、児童の状況のやり取りを行っていく。

ブロック

内

評価後の

気付き

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、例年行っている中学校ブロック内の「児童生徒理解研修」「教科研修」「領域研修」は安

全を考慮し、実施を見合わせた。各校の情報交換や共有は常時、管理職、教務主任、児童支援専任間で行ってきた。一昨年度より

『自己肯定感の高まり』を視点として3校で共通して取り組むことにしており、各校で実践している。

中1ギャップが生じないよう、中学校での授業や部活動の体験を行う予定であったが、緊急事態宣言発出のため実施できなかった。部

活動に関しては動画を中学校で作成していただき、視聴をすることで中学校生活への見通しをもてるようにした。今後も相互に緊密

に連絡を取り合い、児童の状況のやり取りを行っていく。

①授業研究会を受けて、重点研究推進委員会をもつ必要が

ある。その都度研究の振り返りや方向性の確認を行い、全

体に周知することで全体で研究を深めていくことができる

と考える。

②多くの会議をネットによる提案に移行し、効率化は図れ

ている。コロナ禍での行事簡略化が、結果業務の精選とも

つながっている。

B

人材育

成・

組織運営

（働き方改

革）

①重点研究推進委員会の在り方を検討し、全体として研究を深

められるようにする。メンターチームの指導をする担当を決

め、効率的に進められるようにする。

②引き続き、会議や業務の精選、事務の効率化を図るため、組

織運営や、校内のシステムを見直す。提案する場合は担当の部

署でしっかり話し合い、短時間で決済できるように工夫する。

①重点研については、コロナのこともあり、部会中心に行っていたが、

学年や部会で十分研究を深めることができた。メンターチームへの中堅

教員の指導は有効であった。また、メンター研の在り方も指導教員から

提案し、よりメンターのためになるものを提案していくようにする。

➁会議の精選、効率化などは最大限行っている。今後更に職員の裁量の

ある時間を増やすために、仕事の進め方についても職員間で共有してい

くようにしたい。

A

人材育

成・

組織運営

（働き方

改革）

①授業の質の向上を図るため、研究の視点をより

明確にし、研究討議の活性化を図る。

②会議や業務の精選、事務の効率化をはかるた

め、組織運営や、校内のシステムを継続的に見直

す。

①視点は提示されていたが、視点の内容をより詳しく全体

が理解する必要があると感じた。研究討議では、部会ごと

に、まとめ方も話し合う視点も異なっていたため、より視

点を意識し、視点の内容を深めていける討議をする必要が

あると感じた。

②職員全体で、仕事の効率化を意識する姿勢がみられるよ

うになった。

B

人材育

成・

組織運営

（働き方改

革）

①重点推進委員からより具体的に視点内容を説明してもらい全

体が十分に理解した上で、授業づくりや指導案検討をする。視

点を観点とした研究討議をする。

②引き続き、会議や業務の精選、事務の効率化をはかるため、

組織運営や、校内のシステムを見直す。

①迅速な把握と対応をすることができた。

②いじめアンケートで、気になる児童を抽出し教育相談を

実施することができた。

③SOSの出し方についてのYPを活用することができた。

④研修を実施し、意識を高めることができた。

B
いじめへ

の対応

①学校いじめ防止対策委員会を月１回開き、児童支援専任を中心に職員

で連携し、迅速な把握と対応に努める。

②いじめを把握するためのアンケートを取り、把握や対応に努める。

③ＹＰを活用し、児童の実態をつかみ、いじめの起きない学級風土をつ

くるように努める。

④職員に対していじめ防止研修を行い、いじめに対する意識を高める。

①月1回学校いじめ防止対策委員会を開き、児童支援専任を中心に実態把握を

行った。学年研等での迅速な確認により、適切な対応を行うことができた。

②いじめに関するアンケートを実施し、いじめの実態把握を行い対応してきた。

③YPを活用して児童の実態を把握して、いじめのない学級づくりに活かしてき

た。④いじめ防止の研修は資料を読み、学年研で実態に即した対応をするように

努めた。また、いじめが起きない環境を作り、いじめへの迅速な対応をしてき

た。

B
いじめへ

の対応

①学校いじめ防止対策委員会を月1回開き、迅速な把握と対応に

努める。

②いじめを把握するためのアンケートを年3回取り、把握に努め

る。

③職員に対していじめ防止研修を行い、いじめに対する意識を

高める。

①迅速な対応を行うために専任を中心に担任等と連携を

図ってきた。養育、子家との連絡は日々行った。②いじめ

アンケートとＹＰの実態を重ねて児童の様子を把握するよ

うにしてきた。

③教職員が、児童が「いやだ」と思うことがいじめである

ことを理解し、いじめを防止できるように研修してきた。

A
いじめへ

の対応

①学校いじめ防止対策委員会を月１回開き、児童支援専任を中

心に職員で連携し、迅速な把握と対応に努める。②いじめを把

握するためのアンケートを取り、把握や対応に努める。③ＹＰ

を活用し、児童の実態をつかみ、いじめの起きない学級風土を

つくるように努める。④職員に対していじめ防止研修を行い、

いじめに対する意識を高める。

①学校司書と連携し、図書資料を活用した授業づくりができた。日常的な読書活

動の積み重ねができるように指導する必要がある。iPadの環境が整備され、教

員の授業活用のスキルが少しずつ身についてきている。②ユニバーサルデザイン

に考慮してチョークの使用法を統一した結果、子どもにとっても授業の流れがわ

かりやすくなった。教育資料も少しずつ蓄積されてきている。今後の活用のた

め、整理することも必要である。

B
教育環境

整備

①図書館をメディアセンターとして位置付け、学校司書と連携して日常的な読書活動

の積み重ねができるように図書館を活用する。また、iPadなどの情報機器のスキル

アップを図り、情報の収集・記録・編集・発信等、必要に応じて活用できるようにす

る。

②ユニバーサルデザインに考慮した教室環境・学習環境を学年研究会等で相互に確認

し共有することで実効性をもたせる。また、経営や情報、教育資料についても、今後

活用できるよう蓄積された教育資料を整理し、情報と時間を学習に還元する。

①学校司書と連携し、図書資料を活用した授業づくりをした。iPadが一人一台

整備され、iPadを活用した学習活動や、読み聞かせ活動なども行うことができ

た。iPadやネットワークを活用した学習指導のスキル向上が必要である。

②ユニバーサルデザインに考慮してチョークの使用法を統一した結果、子どもに

とっても授業の流れがわかりやすくなった。また、拡大表示タイマーの導入によ

り、どの子にも時間が見やすくなった。教育資料も少しずつ蓄積されてきてい

る。今後の活用のため、整理することも必要である。

A
教育環境

整備

①図書館をメディアセンターとして位置づけ、学校司書と連携し、

学習課題に関わる図書の選定など授業づくりに図書館を活用する。

合わせて、iPad等情報機器の活用の環境を整備し、情報活用を図

る。②ユニバーサルデザインに考慮した環境整備を図り、学習に集

中できるようにする。また、教員も効率よく情報共有するため、校

務システム等のルールを明確にして情報や教育資料を蓄積し、情報

と時間を学習に還元する。

①学校司書と連携し、図書ワゴン等も利用して授業づくりに図書館

を活用することができた。iPadの環境は整備されてきているが、教

員の授業活用のスキルが十分でないため、スキルを高めることが必

要である。　②ユニバーサルデザインに考慮して黒板周りはすっき

りしているが、チョークの使用法や掲示の仕方、整理整頓等、まだ

課題がみられる。ミライム等の導入により教職員の情報共有が図ら

れるようになったが、教育資料の蓄積は十分ではない。

B
教育環境

整備

①図書館をメディアセンターとして位置付け、学校司書と連携して図書館を活用す

る。また、iPadなどの情報機器のスキルアップを図り、情報の収集・記録・編集・発

信等、必要に応じて活用できるようにする。　②ユニバーサルデザインに考慮した教

室環境・学習環境を学年研究会等、相互に確認し共有することで実効性を持たせる。

また、経営や情報、教育資料についても蓄積及び活用を図るように徹底し、情報と時

間を学習に還元する。

①コロナ禍ではあったができる範囲で地域の方とかかわってきた。かかわり方を工夫

しながら実施することができた。既存のつながりを活用していくというよりも、新規

のつながりを構築していったことの方が多かったので、今年度新たにつながった方を

人材バンクに登録しつつ、今後も人材バンクを生かしていくようにする。

②各行事で実施することができたものに関してはアンケートを実施した。いただいた

内容は計画段階で生かすことができた。電子アンケートと紙面アンケートが混在した

ことにより、保護者は提出がしやすくなったと思われる。また、学校ホームページで

「つるみっ子の様子」と題し、日々の様子を発信することができた。

A

地域連

携・

学校運営

協議会

①コロナ禍でもできる地域との交流を継続していく。人材バン

クは年度初めに周知し、活用するようにする。

➁学校運営協議会を中心とした、学校関係者評価の充実を図

る。また、R3より導入予定のGoogleを使用し、Googleフォーム

を用いたアンケート形式に変更していく。それにより、より回

答しやすく、活用しやすいアンケートを目指す。

①コロナ感染防止をしながら、地域に出て継続して活動を行ってきた。年度初め

に人材バンクを周知し、活用と活動後の蓄積を図ってきた。地域の人や材に触れ

ながら、コロナ禍であったが学習の成果を上げることができた。②学校運営協議

会はコロナの影響を受け、2回が中止、1回が短縮開催であったが、資料等を配

付し、質疑応答、意見が受けられるよう機会を作ってきた。学校評価保護者アン

ケートについては、従来の横浜市アンケートシステムを継続して集計し、児童に

おいてはiPadによるロイロノートアンケートシステムを使って効率的に集計す

ることができた。

A

地域連

携・

学校運営

協議会

①年間を通して、学校運営協議会や地域の人材とのさらなる連携をはかる。

人材バンクをさらに活用していく。（学校・地域コーディネーターが窓口と

なる）

②学校関係者評価の充実を図る。

・各行事（運動会、総合防災訓練、開く週間）等担当者が活動のねらいに基

づいてアンケートを行い、次年度に生かす。

・中期学校経営方針に基づいた学校評価（年２回）を行い、開示するととも

に、学校運営に生かす。

①今までの蓄積もあり、新たにつながったところもあり、今年度もより

地域連携の広がりが見られた。一方で、人材バンクの教員間周知に課題

があった。

②行事の保護者アンケートは担当でとりまとめ、次年度に生かせるよう

にしている。保護者アンケートは、回答方法の選択肢を増やすことで回

答しやすくなるようにした。学校評価の結果は学校便りで開示し、職員

で共有・確認して、学校運営に生かせるようにしてきた。

A

地域連

携・

学校運営

協議会

①年間を通して、学校運営協議会や地域の人材とのさらなる連携をはかる。（学校・地域

コーディネーターが窓口となる）重点推進委員会が中心になり、人材バンクの確実な蓄積を

図る。

②学校関係者評価の充実を図る。

・各行事（運動会、総合防災訓練、開く週間）等担当者が活動のねらいに基づいてアンケー

トを行い、次年度に生かす。電子アンケートと紙面アンケートを併用していく。

・中期学校経営方針に基づいた学校評価（年２回）を行い、開示するとともに、学校運営に

生かす。

・日ごろの学習活動を積極的に家庭や地域に発信し、開かれた学校づくりを図る。

①生活科・総合の活動を中心に、地域と関わる活動を継続したこと

で、地域の諸問題を自分事として解決していく意識を子どもたちが

もつことができた。②地域で活動することにより、地域の人と協力

するよさや大切さを感じることができた。また、それぞれの立場を

考えながら自分の考え、他人の考えを尊重し、解決策を考えようと

することができた。今後も引き続き、地域と関わる活動を続けてい

きたい。

A
公共心と

社会参画

①地域と関わる活動を継続することにより、地域の諸問題やよ

りよい暮らしをするための課題を自分事として解決していこう

とする意識を高める。

②地域のひと・もの・ことと積極的に関わりながら、自分や他

の考え方を尊重し、協同的に解決策を見出し実行する力を育成

する。

①生活科・総合の活動を中心に、地域と関わる活動を継続したこと

で、地域の諸問題を自分事としてとらえて進んで解決していく意識

を子どもたちがもつことができた。②地域で活動することにより、

地域の人と協力するよさや大切さを感じることができた。また、そ

れぞれの立場を考えながら自分の考え、他人の考えを尊重し、解決

策を考えようとすることができた。今後も引き続き、地域と関わる

活動を続けていきたい。

A
公共心と

社会参画

①地域と関わる活動を継続し、地域の諸課題やよりよい暮らしにするた

めの学習課題を発見し、地域のひと・もの・ことと様々な関わり方を学

びながら、課題解決していく力を育成する。②まちを視点に、つるみの

特徴である人々の多様性や可能性を、交流を通して情報を交換し、共有

する。そして自分の関わり方を考え、意見を交換して発信し、実現に向

けて努力する力を育成する。

①地域と関わる活動から学習課題を発見することができ、地域のひ

と・もの・ことと関わり方を学びながら課題解決する力がついてき

ている。特に低学年から関わることが、中・高学年の活動につな

がっていた。　②まちを視点に自分の生活を見つめ、ひと・もの・

ことと関わりながら情報を共有することができた。意見を交換し、

課題解決に向けて取り組むことができた。

A
公共心と

社会参画

①地域と関わる活動を継続することにより、今まで身につけた

解決方法を生かして、地域の諸課題やよりよい暮らしをするた

めの課題解決を図る。　②地域のひと・もの・ことと関わり方

を学びながら課題解決を図ってきた。自分の意見をもち、互い

の考えの違いに気付き、考えを出し合って、協働的に解決策を

見出し実行する力を育成する。

①児童担当部会で共通理解を図り、支援や指導も検討する

ことができた。ミライムで共有していくことが必要であ

る。

②不祥事防止研修や、児童理解研修、問題解決型ケース会

議研修等、様々な研修を実施することができた。

③スタンダードを確認し、統一した指導をすることができ

た。

B 児童理解

①学年間、担当部会、全体といった流れで情報共有をし児童理解を図

る。窓口の児童支援専任を中心に効果的な指導体制をとり、専門機関と

の連携や教育組織の充実を図る。

②職員研修の充実を図り、児童理解や危機管理に関する教職員のスキル

を高め、迅速で適切な児童指導や児童支援を行っていく。

③「鶴見小学校スタンダード」を見直しながら、望ましい学習や生活の

環境を整える。

①学年、児童支援専任や指導部会、教職員全体という流れで情報共有を行い児童

理解をし、速やかで適切な対応を行ってきた。　窓口は児童支援専任が中心にな

ることで指導体制が整い専門機関との連携や指導の充実を図ることができた。

②コロナ禍のために児童支援専任が校内研究に代わる児童指導の情報を校内メー

ルで配信することで児童理解や危機管理に関する教職員のスキル向上を図り、速

やかで適切な児童指導や支援に活かすことができた。

③適宜スタンダードの内容について検討し見直しをした。

B児童理解

①職員会議等の会議を活用しながら児童理解をはかり、窓口の児童支援

専任を中心に効果的な指導体制をとり、専門機関との連携や教　育組織

の充実を図る。

②職員研修の充実を図り、児童理解や危機管理に関する教職員のスキル

を高め、適切な児童指導・児童支援を行っていく。

③「鶴見小学校スタンダード」を見直しながら、望ましい学習や生活の

環境を整えることができるようにする。

①職員会議での口頭確認とデータでの共有化に努めた。学年や専任

と連携して指導にあたってきた。専任が窓口になり専門機関と日々

連絡を取っていた。

必要に応じて警察との連絡も行った。

②職員研修を行い、学年研でも児童の指導について学び合いをし

た。③スタンダードを必要に応じて読み合い、検討を行ってきた。

B 児童理解

①職員会議等の会議を活用しながら児童理解をはかり、窓口の児童支援

専任を中心に効果的な指導体制をとり、専門機関との連携や教　育組織

の充実を図る。

②職員研修の充実を図り、児童理解や危機管理に関する教職員のスキル

を高め、迅速で適切な児童指導や児童支援を行っていく。

③「鶴見小学校スタンダード」を見直しながら、望ましい学習や生活の

環境を整える。

①コンサルテーションによって、児童への具体的な支援方法が分

かった。子どもたちも落ち着いてきたため、今後も継続する。

②教室環境については今後も整備していく必要がある。学習のスタ

ンダート（板書、掲示物等）は、再度確認していく必要がある。

③個別支援学級の支援計画を確実に共有していくことが必要であ

る。新年度初めと６月に共有する時間をとる。

B
特別支援

教育

①個別級と一般級の交流を推進する。（年度当初の確認と交流関係づくり、一般級で

の心温まる交流など）

②全校児童を対象としたコンサルテーションを実施する。（教室環境、生活環境、ユ

ニバーサルデザイン）教室環境については、担当部会で検討し職員で周知徹底してい

く。

③特別支援コーディネーターを中心に、専門機関との連携をはかりながら、児童一人

ひとりのニーズに合わせた学習環境や生活環境の提供に努める。

①年度当初に児童の実態を確認し、個別支援学級と一般級との個に応じた交流を

行ってきた。

②全校児童を対象としたコンサルテーションを実施して、教室環境の改善などに

努めてきた。しかし、学習の充実を図るための教室の掲示物が多くなる傾向も見

られ、ユニバーサルデザインを意識した教室環境作りの検討も感じている。　③

特別支援教育コーディネーターを中心に専門機関との連携を図り、児童の実態に

合わせた環境づくりに努めた。専門機関の予約が多いので速やかな対応が必要で

あることを考え早めの対応をすることで共通理解した。

B
特別支援

教育

①個別級と一般級の交流を推進する。（年度当初の確認

と交流関係づくり、一般級での適切な交流など）

②全校児童を対象としたコンサルテーションを実施す

る。（教室環境、ユニバーサルデザインなど）

①交流は内容・回数を考えて推進していく。交流するにあ

たっての受け入れ学年、特に学級の児童理解が必要であ

る。（児童保護者と確認の上）　教職員間の情報交換と共

有を図る。

②コンサルテーションを推進し、適切な教室環境作りやユ

ニバーサルデザインを取り入れた整備の充実が図れた。

B
特別支援

教育

①個別級と一般級の交流を推進する。（年度当初の確認と交流関係づく

り、一般級での心温まる交流など）②全校児童を対象としたコンサル

テーションを実施する。（教室環境、生活環境、ユニバーサルデザイ

ン）③特別支援コーディネーターを中心に、専門機関との連携をはかり

ながら、児童一人ひとりのニーズに合わせた学習環境や生活環境の提供

に努める。

①今年度は新型コロナの影響により、年間を通して呼気の

上がる激しい運動や集団で行う活動等に制限があったた

め、児童会中心とした企画が難しかった。

②栄養士と教員が連携し、食に関する教育を進めることが

できた。児童会を中心とした活動は休校の影響により難し

かったため、来年度は活動を計画し、児童の食への興味関

心を高めていく。

B
健やかな

体

①児童の運動の機会を設け、密を避けた遊びや運動の仕方を提

案し、全校児童の運動に対する意欲を高め、体力向上を図る。

②教員と栄養士の連携による食育活動を続けていく。コロナの

状況を見ながら、児童会による活動を計画して、児童の食に関

する興味関心や知識、食事マナーや決まりなどへの意識を高め

ていく。

①今年度はコロナ禍でもできる活動の制限が緩和してきたこともあり、昨年度より運動の機会

(休み時間・授業等)は設けられた。運動の仕方についてもコロナに対応した体育科の授業を提案

することができたが、密を避けた遊びについては課題が残った。運動量や活動量が増えたこと

で、運動に対する意欲は高まってきたが、体力向上については体力テストが全て実施できていな

いことから見取りが難しい結果となった。

②中学校ブロックで食育推進校として活動したため、３校で連携した食育活動を行うことができ

た。３校での取組から校内での取組に繋がることもあったので、来年度も引き続き活動を続けて

いきたい。自分の食べる量を把握していなかったり、食に対して興味がなかったりする児童も見

られるので、健康な体づくりの大切さから食育に繋げていく必要がある。

A
健やかな

体

①児童が自らの体力を高める意識をもてるよう、児童会

を中心とした継続的な体力づくりの活動を行う。

②児童が食と健康への興味関心をもち、意識を高めるこ

とができるよう、栄養士と教員が連携し活動を進める。

①児童が企画した長縄集会やマラソン週間、短縄カードの作成等に

より、児童が外で活動する機会が増え、特に低・中学年では外遊び

が定着してきた。高学年児童が継続して取り組めるように、内容や

方法を工夫していきたい。

②栄養士と担任とが連携して、全学年において食育活動を進めるこ

とができた。食のマナーやきまりについても、児童会を中心とした

活動で意識を高めていきたい。

B
健やかな

体

①児童が積極的に自らの体力を高める意識をもてるよう、児童

会を中心とした継続的な体力づくりの活動を進める。

②栄養士と教員が連携し、食に関する教育を計画的に進めると

ともに、児童が食のマナーやきまりの意識を高められるよう、

児童会を中心とした活動を企画していく。

①YPの活用によって、自己有用感は高まってきた。計画的に実施していく必要

性がある。

②各学年、指導部会で気になったことを出してもらい専任や教務主任が中心と

なって全校で共通理解を図った。

③生活や総合の学習で地域に貢献することで、自己有用感が高まった。

コロナに関しては、悪いことばかりではなかった。分散登校によって、手厚い指

導ができた。給食や登校など、静かにする、整列する等の指導が徹底されたこと

により子どもたちが落ち着いた。

B 豊かな心

①ＹＰを活用した児童の見取りと自分と他の人も大切にできる

児童の育成を目指して、自己有用感が高まる支援を行ってい

く。YPで見取った児童の姿は学年間、校内で共有する。YPは月

に１回クラスタイムで実施するよう位置づける。

②スタートカリキュラムをはじめとした児童一人ひとりの心を

育てる活動と安心して学ぶことができる学校環境づくりを進め

ていく。

①YPを活用した児童の見取りをし、自己有用感が高まるように支援を行った。

学年や校内での児童の姿を共有化できた。児童にクラスタイムでのYPの取組が

定着してきた。

②コロナ禍のために制約は多かったが、スタートカリキュラムなどの児童一人ひ

とりの心を育てる学校環境の充実に努めてきた。　　③地域と連携した学習活動

が活発になり、保護者や地域の方々との関りを通して地域の一員としての自覚を

もてるようになった。　④なかよし学級の活動を通して、他学年とのつながりが

強くなり、高学年や低学年としての意識が感じられた。

B豊かな心

①ＹＰを活用した児童の見取りと自己有用感が高まる支援を行ってい

く。

②スタートカリキュラムをはじめとした児童一人ひとりの心を育てる活

動と安心して学ぶことができる環境づくりを進めていく。

③保護者・地域の方々とのつながりの充実を図る。（あいさつ、学習支

援など）

①ＹＰを２回実施し、児童の変容が見られ、指導に活用できた。ク

ラスタイムでＹＰの活動ができた。

②長期休業後にゆっくりスタートすることが安心して学ぶことにつ

ながっていた。グループで過ごす座席の形態がグループ活動、話し

合いができる素地作りになっていた。縦の積み上げがまだ不十分、

充実を図る。児童理解の点から５，６年生にもわかりやすい活動に

するとよい。あいさつの推進は課題。

B 豊かな心

①ＹＰを活用した児童の見取りと自分と他の人も大切にできる子どもの

育成を目指して、自己有用感が高まる支援を行っていく。

②スタートカリキュラムをはじめとした児童一人ひとりの心を育てる活

動と安心して学ぶことができる学校環境づくりを進めていく。

③保護者・地域の方々との関わりの中で地域や人から学び、地域の一員

としての自覚をもてるようにする。

①生活科・総合的な学習の時間では、主体的に学習し、他者との関りを大切に

し、考えを伝える姿が見られた。「自ら学びに向かう」態度を他教科でも生かす

ことには、課題が残る。校内の研修会を活用し、学習指導法を追究していく必要

がある。②本年度は児童が校内の代表を担う経験を確保することが難しく、自己

のよさを実感する機会が少なくなってしまった。状況に合わせた指導法と活動計

画の工夫が必要である。今後も継続して、課題解決する力を育成するための学習

指導法の検討と共有を図っていく。

B
生きては

たらく知

①生活科・総合的な学習の時間で身につけた「自ら学びに向か

う」態度を他教科でも生かし、すべての教科で、主体的に学習

し、自分事として探求的に調べたり考えを伝えたりする態度を

育成する。

②学年研究会や重点研究会等で、他学年との学習内容の系統性

を整理した授業づくりに努め、より多角的に授業を分析し、課

題解決する力を育成する。

①生活科・総合的な学習の時間では、コロナ禍ではあるが、まちや専門家と関わる機会をつくる

ことで、主体的に自分事として課題に取り組む姿が見られた。また思考ツールやiPadを様々な教

科で活用することで、思考を深めたり、探究的に学習を進めたりすることができた。児童の資質

能力を高め、生きてはたらくく知として身に付けていくには、今後も活動を継続的に行っていく

必要がある。

②高学年を中心に教科担任制を取り入れることで、より綿密な授業準備を行い授業を行えるよう

進めた。生活科・総合的な学習の時間を核として他教科と関連した授業を行うことで、課題を解

決する力の育成へとつなげた。他学年との系統性を整理する点については、情報共有が不十分で

あった。カリキュラムを見直し改善していく仕組みを構築していく必要がある。

B
生きては

たらく知

①重点研究のテーマ「自ら学びに向かう子どもの育成」に基づき、子ど

もの思いや願いを生かした授業展開を図ることで、主体的に学習し、自

分事として探求的に調べたり考えを伝えたりする態度を育成する。　②

ワークシートや授業展開、支援など、個のみとりを生かし次につながる

授業を目指すことで、自己のよさや可能性を認識したり、成長に楽しさ

や喜びを感じたりしながら、実社会や実生活においての課題を自らの力

で解決する力を育成する。

①生活・総合的な学習の時間では、主体的に学習し、自分事として

探求的に調べたり考えを伝えたりする態度が身に付いてきたが、他

教科ではまだ教師主導型の授業が見られた。

②授業改善の努力は見られたが、個のみとりを生かす授業はまだ十

分ではない。教材提示の工夫、授業の振り返り・個の見取りの活用

など、学年研究会等を通して学習指導法の共有を図り、授業力を向

上させることが必要である。

B
生きては

たらく知

①生活科・総合的な学習の時間で身につけた「自ら学びに向かう」態度

を他教科でも生かし、すべての教科で、主体的に学習し、自分事として

探求的に調べたり考えを伝えたりする態度を育成する。　②自己のよさ

や可能性を認識したり、成長に楽しさや喜びを感じたりしながら、課題

解決する力を育成するため、教材提示の工夫、個を見取る方法や活用の

仕方、授業の振り返りの生かし方など、学年研究会等を通して学習指導

法の共有を図り、授業力を向上させる。
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